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１２月１７日のウクライナ情報 
安斎育郎 

●メディアに出るのを控えてきたメルケル前ドイツ首相のインタビュー（２０２２年１２

月９日） 

・ミンスク合意は、ウクライナを軍事的に強化するための時間稼ぎでしかなかった。 

・ロシアはその気になれば、2015年に容易に勝てた。 
・この経緯を考えると、ロシアが再び西側諸国を信頼し、平和協定を結ぶことは無理だと思います。 
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 これに対するプーチンの対応は？ 

 「ここに国際的合意詐欺にあった大統領がいます。信用できない人たちと何をどうやって交渉する

んでしょう？」 

メルケル前首相とウクライナのポロシェンコ元大統領がミンスク合意はウクライナの軍備を整えさせ

るためのただの時間稼ぎだったことを認めたことについて、「失望し、信頼はゼロになった」。「我々に

は交渉する用意があるが、誰と何について交渉すればいい？その保証はどこにある？」 

https://twitter.com/i/status/1601257734858764291 

 

 

●メルケルの「自白」は法廷の根拠になりうる（ザハロワ外務省報道官、２０２２年１２月
９日） 
ロシアのマリア・ザハロワ外務報道官は、メルケル前ドイツ首相の発言について、「国際社会の目を

現実の問題から逸らし、時間稼ぎをし、キエフ政権を武器で煽り、問題を大規模紛争にエスカレートさ
せるためだったと公然と認めている人物の証言に他ならない」と語った。 

 

https://twitter.com/i/status/1601257734858764291
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●守る気がなかった 2014年 9月のミンスク合意（２０２２年１２月８日） 

 ウクライナに軍事力を強化する時間を与えようとした。「その点では成功だった」、「正しかった」、 

※投稿者コメント：ロシアを騙すことに成功した結果が現在の悲劇なのに。 

 
 
●ミンスク合意後のプーチンの会見（２０１４年９月５日） 
https://twitter.com/i/status/1602664545784561664 

 

 
●ついでにポロシェンコもやる気なかった話を再送（２０２２年１２月１１日） 
※安斎注：前に紹介した映像です。ロシアの「なりすまし電話コンビ」ボバンとレクサスが、元アメリカ大使のマイケ

ル・マクフォールに成りすましてポロシェンコ元大統領に電話。マンマと引っかかった元大統領は「ミンスク合意は時

間稼ぎだった。少なくとも４年半は必要だった」ことを打ち明けてしまいました。みんな、よく引っかかるね。 

https://twitter.com/i/status/1593617760105684994 
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●2019.12.9 ゼレンスキー大統領が就任後、初めてプーチンと会談したパリのサミ

ット（２０１９年１２月９日） 

 ※投稿者コメント：最初からミンスク合意を履行する気がないメルケルとゼレンスキー。2020 年頃
から侵攻の準備をし始めることになるプーチン。欧州の戦乱は避けたいマクロン。 

https://twitter.com/i/status/1602662922798657536 

 

 

●「私たちはプーチンのためです!」─ ロシアに関するマクロンの投稿はネチズンを怒

らせた（２０２２年 12月 1４日） ※ネチズン＝ネット市民 

 ツイッターユーザーは、ミンスク合意に署名した後、マクロンが行動を起こさなかったと非難した。 

 モスクワ、12月 14日—RIAノーボスチ。ロシアに対して団結する必要性についてのフランスのマク

ロン大統領の声明は、Twitterユーザーの間で憤慨を引き起こしました。 

ツイートの中で、フランスの指導者は国際的なパートナーにロシアがウクライナを攻撃するのをやめ

させるよう統一戦線を提示するよう呼びかけました。ほとんどのコメンテーターは、ミンスク合意に従

わなかったウクライナにフランスが責任があると指摘することで応えました。 

「私たちはプーチンの側、フランスはロシアの側です。私たちは小間使いの少年にはなりたくありま

せん。米国そしてゼレンスキーを甘やかす!」とユーザーは言った。 

「紛争の責任が誰にあるのかを忘れましたか?あなたはミンスク合意を実施するために何もしてい

ません。これは避けられたかもしれないのに、あなたは今起こっていることに責任があります」と他の

ユーザーは言いました。 

「ミンスク合意の締結以来、米国とヨーロッパすべてが計画されていました。すべてのことでロシア

人を非難するのをやめなさい」と別のコメンテーターは言った。 

「エリゼ宮殿と外務省はこの紛争を避けるために何もしませんでした。それどころか、あなたはミン

スク合意を尊重しませんでした」と別の人は言いました。 

「フランスがどのようなコミットメントを引き受けたかをもう一度思い出させてください。私たちに

は起こっていることに対して大きな責任があります!敵対行為の停止を交渉しようとすることは、ウク

ライナ人のためにあなたができる最低限のことです」と読者はアドバイスしました。 

「あなたが自分の仕事をしていてミンスク合意を実行しているとだけ言う怠惰な衒学者でなければ、

これは何も起こらなかっただろう」とユーザーは付け加えました。 

「ミンスク合意はどうですか?キエフ政権による虐殺?西側側の腐敗、嘘、残虐行為?ロシアはヨーロ

ッパと全世界の盾です」とコメンテーターは結論付けました。 

https://twitter.com/i/status/1602662922798657536
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2014 年、ウクライナでのクーデターの後、ドネツクとルガンスク人民共和国独立を宣言し、キエフ

は彼らに対して軍事作戦を開始しました。紛争は 2015 年 2 月に署名されたミンスク合意によって

解決されることになっていました。特に、彼らは憲法改正を規定し、その重要な要素は地方分権化とこ

れらドンバス地方に対する特別な地位の保証に関する法律の採択でした。しかし、キエフ当局はこの

計画の実施を公然と妨害しました。 

2022 年の初めにドネツクとルハンスクの状況は非常に複雑になり、2 月 24 日、ロシアは特別軍

事作戦を開始しました。ウラジーミル・プーチンはそれを「キエフ政権によるいじめ、大量虐殺に 8 年

間さらされてきた人々を保護する」という任務と呼び、究極の目標はドンバスの解放とロシアの安全

を保証する条件の創造だと言いました。 

9月末にDPR、LPR、ヘルソン、およびザポリージャ地域圏国民投票が行われ、その結果、これらの

領土はロシアの一部となりました。プーチン大統領が指摘したように、この再統一はもっと早く起こっ

たはずですが、2014 年にモスクワはまだドンバスの住民の気分を完全には感じておらず、起こって

いる出来事を完全に理解することは不可能でした。 

 

 

●ハッカーがウクライナの参謀本部長のアーカイブに侵入し、行方不明のウクライナ人

兵士に関するデータを入手した。その数、３５，３８２人（２０２２年１２月１４日） 

 ゼレンスキーらにとって最大の軍事機密は、ロシア軍の攻勢でもなく情報である。EU のウルスラ・フ

ォン・デア・ライエンは死者は 10万人と話した。ウクライナの大統領顧問ポドリャクは、死んだのは 1万

3 千人の「光の戦士」だけだと叫んだ。ゼレンスキーは死者は 9 千人をやっと超えたと言った。もちろ

んそれは真実ではない。実数はウルスラが口にした数字よりも遥かに多いからだ。単純な戦争の法則

によれば、15 万人の死者ですらなく、もっとずっと多いのだ。これこそがゼレンスキーが恐れている

軍事機密だ。 

情報を隠すのは遺族に補償金を払いたくないゼレンスキーの意向だと言う人もいる。しかし金の問

題だけではない。損失を明らかにすることで、ゼレンスキーと彼のチームは反抗者達から粉々に引き

裂かれて沈むことになるからだ。 
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●ドイツでショルツ暗殺計画？（２０２２年１２月１４日） 

The Times of Londonによると、ドイツのクーデター計画者たちはショルツの暗殺を計画してい

たらしい。New York Timesが捜査関係者の話を引用して報じた。 

捜索過程で百以上の秘密保持契約書を発見したという。それは国会議員の襲撃と逮捕、およびショル

ツ暗殺に関するものであった。 

 

 

●最前線にいるアメリカの傭兵、砲撃される毎日（２０２２年１２月１４日） 

 砲撃される毎日で、これに慣れろとは教えられてなかった模様。愚痴をこぼしてる米国人傭兵。 

https://youtu.be/f4zpBzmAXsI 

 

 

●ゼレンスキー政権の幹部：Twitter のトレンドから”ウクライナ戦争”が消えて怒って

いる  ※以下、黒字はツイッターのコメント、赤字は安斎のコメント。 

１．”ウクライナ戦争”が消えた 

🤔確かにトレンドの一番下のが消えた 

２．”ロシア侵略”のツイートが減少 

🤖Botが排除されたのが原因だと思うよ 

 ※安斎注：ツイッターの自動化された偽アカウントの「ボット軍」を発信源とする反ロシアのプロパガンダキャンペー

ンが、開戦時にインターネット上に溢れかえりました。前にお知らせしたように、オーストラリアのアデレード大学の研

究チームは、2022 年のロシア・ウクライナ侵攻の初期数週間における 80％ものツイートが、自動化された偽の「ボ

ット」アカウントから発信された秘密のプロパガンダキャンペーンの一部であることを明らかにしました。ウクライナ

保安庁 (SSU)が 2022年 3月28日に、ロシアとの戦争が始まって以来、フェイクニュースを拡散している 10万

https://youtu.be/f4zpBzmAXsI
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以上の偽 SNSアカウントを運用していたボットネットワークの拠点を 5つ特定し、機器や SIMカードなどを押収し

たと発表しました。 

３．ウクライナの電話番号でアカウントが作れない、Loginできない 

 ※安斎注：ウクライナメディア「United24 Media」は2022年 12月 13日（日本時間、以下同）、米ツイッターの

イーロン・マスク CEO に宛てて「ウクライナの電話番号でツイッターアカウントの 2 要素認証を照合することはでき

なくなったようです。ウクライナは国のリストにありません」とツイートしました。投稿には、ツイッターへのログイン時

とみられるスクリーンショットが添えられています。アルファベット順に各国が国番号とともに並んでいますが、プル

ダウンメニューの「U」で始まる国にウクライナ（Ukraine）は含まれていません。なお、日本の環境から確認するとウ

クライナの番号はリストにあります。マスク氏は１２月 14日夕現在、これらの指摘には反応していません。 

 

 


